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■岡山商工会議所が、「都心１ｋｍスクエアー構想」を発表

してからはや１６年、当時は今更路面電車でもあるまいと、

世間の目は冷ややかだったのだが、今や地球環境問題、本格

的高齢化、都心活性化の必要性などがだんだんと理解される

ようになり、富山ライトレールの開業で「コンパクトシティ

ー」がトレンドとなる時代となった。

■今回、岡山商工会議所が都心路面電車環状化プランの

一部を手直しし、岡山駅から市役所、水道局、岡大医学

部、清輝橋に結ぶという提案を行ったことは、現実的な

プランとして、歓迎するべきものである。

■というのは、元々の環状化プランは明治時代からの課

題であり、絵としては美しいが、ＲＡＣＤＡ自身も現実

的な都市構造を考えると清輝橋線を利用した環状化も「

第二環状化」と位置づけていたからである。

■吉備線ＬＲＴ化についてもようやくＪＲとの本格的協

議に入り、課題は財源をどうするかに絞られてきた。中

四国一の交通結節点である岡山駅の特徴を生かして、都

心の各地に路面電車でいけるようになれば、医療機関の

充実する岡山のイメージとからめて、「日本一高齢者の

暮らしやすい町」になることも夢ではない。そして社会

的弱者である高齢者が暮らしやすいとは、すなわちすべ

ての人々にとって暮らしやすいということでもある。

■来春には「交通基本法」が制定され、交通財源はガソ

リン税の暫定税率の一部分が「環境税」となって、岡山

のＬＲＴ建設のような先進的取り組みに優先的に配分さ

れるよう、いま全国の仲間たちと奮闘している。自動車

と道路によって日本経済は飛躍的成長を遂げてきたこと

も事実だが、ここで我々はその自動車の便利さを生かし

つつ、「健康に良い、楽しく歩ける町」を作っていかな

ければならない。いわば岡山都心が毎月の「京橋朝市」

のような空間になることかもしれない。
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ＲＡＣＤＡ 
詳 し く は http://wiki.livedoor.jp/racda_okayama/ ま で 
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